
日時：令和３年 10 月 20 日（水）17：00～ 

場所：三田市役所本庁舎３階 303 会議室Ａ 

 

第５次三田市農業基本計画策定懇話会 第２回分科会Ａ 次第 

 

１ 開会 

 

 

 

 

２ 協議事項 

(1) 第４次農業基本計画の取り組みの振り返りについて 

 

 

 

(2) 意見交換 

 

 

 

(3) まとめ 

 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

（配布資料） 

資料１ 懇話会・分科会の進め方について 

資料２ 第４次三田市農業基本計画の成果指標 

資料３ 第４次三田市農業基本計画の取り組みについて 

第５次三田市農業基本計画策定懇話会 第１回分科会Ａ会議録 

 

 

 

 

 

 



 



懇話会・分科会の進め方について 

 

第５次三田市農業基本計画の策定を進めるにあたり、次の流れにより、委員の皆さまに

はご協議いただきます。 

 

１ 第１回懇話会（８月 30 日開催済） 

(1) 座長、副座長の選任 

(2) 懇話会の役割とスケジュールの確認 

(3) 第４次三田市農業基本計画の振り返りについて 

 

２ 第１回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（９月 16 日、22 日開催済） 

(1) 第４次三田市農業基本計画の振り返りについて 

(2) 意見交換 

 

３ 第２回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（10 月 18 日、21 日、22 日開催） 

(1) 第４次三田市農業基本計画の取り組みの振り返りについて 

・前回と今回の協議をふまえ、第４次計画の各戦略の項目（新規就農者の支援、農業

経営者の育成など。資料３を参照）ごとに、分科会としてのご意見を伺います。 

 

４ 第２回懇話会（11 月開催予定） 

(1) 分科会Ａ・Ｂ・Ｃにおける議論について 

・第２回分科会でいただいたご意見を、懇話会全体で共有します。 

(2) 農業・農産物に関するアンケート調査結果について（速報） 

(3) その他 

 

５ 第３回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（11 月開催予定） 

・これまでの分科会や懇話会での協議をふまえ、第５次計画で取り組むことについて

ご意見を伺います。 

 

６ 第３回懇話会（12 月開催予定） 

(1) 各分科会のまとめ 

・分科会のご意見を、懇話会全体で共有します。 

(2) 第５次三田市農業基本計画（素案）について 

※ 第４回懇話会の開催は、第３回懇話会の開催状況により検討いたします。 

資料１ 



 



第
4
次
三
田
市
農
業
基
本
計
画
の
成
果
指
標

戦
略

成
果
指
標

目
標
値
の
考
え
方

基
準
値

(
H
2
7
)

H
2
9

H
3
0

R
元

R
2

目
標
値

(
R
3
)

達
成
率

(
R
2
/
R
3
)

備
考

戦
略
1

認
定

農
業

者
お

よ
び

認
定

新
規

就
農

者
数

基
準

年
度

比
で

2
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

6
2
人

7
6
人

8
0
人

8
5
人

8
8
人

7
5
人

1
1
7
%
H
2
9
:
認
定
農
業
者
6
3
＋
新
規
就
農
者
1
3

H
3
0
:
認
定
農
業
者
6
4
＋
新
規
就
農
者
1
6

R
1
:
認
定
農
業
者
6
9
＋
新
規
就
農
者
1
6

R
2
:
認
定
農
業
者
7
1
＋
新
規
就
農
者
1
7

戦
略
1

1
経
営
体
当
た
り
の

経
営
耕
地
面
積

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
過
去

1
0
年

間
の

増
加

率
か

ら
1

割
増
加
を
目
標
と
す
る
。

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
3
,
3
0
0
㎡

1
3
,
0
0
0
㎡

1
0
2
%
2
0
2
0
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
達
成
率
を
評
価

戦
略
2

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
率

年
間

6
人

程
度

の
増

加
を

目
標
と
す
る
。

1
0
.
9
1
%

7
.
3
9
%

7
.
2
0
%

7
.
7
0
%

7
.
5
7
%

1
3
.
0
0
%

5
8
%
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
要
件
は
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
認
定
か
ら
G
A
P
の
取
組
に
変
更

戦
略
2

開
発

さ
れ

た
農

畜
産
加
工
品
の
数

年
2
件

程
度

の
開

発
を

目
標
と
す
る
。

3
件

6
件

9
件

1
5
件

1
7
件

1
0
件
(
累
計
)

1
7
0
%
H
2
9
:
湊
川
短
大
1
件

H
3
0
:
J
A
3
件

R
1
:
J
A
6
件

R
2
:
J
A
2
件

戦
略
2

肥
育
頭
数
(
県
内
産

但
馬
牛
)

平
成

2
2
年

度
の

頭
数

(
1
,
5
1
8
頭

)
ま

で
の

増
加

を
目
標
と
す
る
。

1
,
3
4
1
頭

1
,
4
1
8
頭

1
,
5
9
7
頭

1
,
7
2
1
頭

1
,
8
0
7
頭

1
,
5
0
0
頭

1
2
0
%

戦
略
3

地
場

産
レ

ス
ト

ラ
ン
年
間
来
客
数

概
ね
1
0
0
人
/
日
以
上
の
来

客
を
目
標
と
す
る
。

―
―

ー
ー

ー
4
万
人

戦
略
3

体
験
型
観
光
者
数

基
準

年
度

比
で

3
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

1
0
1
千
人

9
1
千
人

9
9
千
人

9
1
千
人

9
1
千
人

1
3
0
千
人

7
0
%

戦
略
3

市
外

で
の

直
売

活
動
等
の
延
べ
件
数

1
0
件

/
年

の
直

売
活

動
を

目
標
と
す
る
。

5
件

2
5
件

3
5
件

4
3
件

5
0
件

5
0
件
(
累
計
)

1
0
0
%
H
2
9
:
市
外
1
3
件

(
大
阪
、
神
戸
、
尼
崎
、
鳥
羽
、
川
西
等
)

H
3
0
:
市
外
1
0
件
(
大
阪
、
神
戸
、
伊
丹
)

R
1
:
市
外
8
件
(
大
阪
、
神
戸
)

R
2
:
市
外
7
件
（
東
京
、
神
戸
）

戦
略
4

飲
食

店
・

企
業

等
で

の
三

田
産

の
利

用
数

2
～

3
店

舗
/
年

の
増

加
を

目
標
と
す
る

5
6
店
舗

7
1
店
舗

7
2
店
舗

7
9
店
舗

7
9
店
舗

7
0
店
舗

1
1
3
%
H
2
9
:
1
5
件
登
録

H
3
0
:
1
件
登
録

R
1
:
7
件
登
録

R
2
:
0
件
登
録

戦
略
4

パ
ス

カ
ル

さ
ん

だ
で

の
地

場
農

産
物

販
売
高

基
準
年
度
比
で
1
5
％
の
増

加
を
目
標
と
す
る
。

6
.
1
億
円

5
.
6
億
円

5
.
1
億
円

5
.
4
億
円

6
.
0
億
円

7
.
0
億
円

8
6
%

戦
略
4

学
校

給
食

で
の

地
場
野
菜
使
用
率

基
準

年
度

比
で

2
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

2
8
.
5
7
%

3
4
.
6
2
%

3
1
.
4
0
%

3
1
.
4
0
%

3
1
.
9
0
%

3
5
.
0
0
%

9
1
%
全
野
菜
の
使
用
品
目
に
占
め
る
地
場
野
菜
の
使
用
率
で
算
出

R
2
:
1
5
品
目
/
4
7
品
目
中

戦
略
5

集
落

営
農

組
織

化
集
落
数

年
間

1
集

落
の

営
農

組
織

の
設
立
を
目
標
と
す
る
。

2
0
集
落

2
5
集
落

2
5
集
落

2
6
集
落

2
6
集
落

2
5
集
落

1
0
4
%

戦
略
5

鳥
獣

害
の

農
作

物
被
害
額

基
準
年
比
で
2
5
％
の
削
減

を
目
標
と
す
る
。

1
3
,
1
7
8
千
円

1
3
,
1
4
2
千
円

1
9
,
9
9
0
千
円

1
0
,
1
2
1
千
円

8
,
7
2
0
千
円

1
0
,
0
0
0
千
円

8
7
%

資
料
２



 



第
４
次
三
田
市
農
業
基
本
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
つ
い
て

戦
略

項
目

施
策
の
方
向
性

取
組
名

取
り
組
み
の
概
要

実
績
値
(
※
累
計
:
H
2
9
年
度
～
R
2
年
度
)

主
な
成
果
と
課
題

戦
略
1
⑴

新
規

就
農

者
の

就
農
促
進
・
定
着

1
)
新

規
就

農
者

の
支
援

①
就

農
希

望
者

の
窓

口
相

談
、

相
談

会
へ

の
出

展

・
就

農
希

望
者

に
対

し
て

窓
口

相
談

に
応

じ
、

希
望

に
応

じ
て

研
修
先
の
紹
介
や
農
地
の
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

・
県

主
催

の
就

農
セ

ミ
ナ

ー
に

ブ
ー

ス
を

出
展

し
た

り
、

H
P
等

の
媒

体
を

通
じ

て
、

本
市

で
農

業
を

始
め

る
メ

リ
ッ

ト
な

ど
の

情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

○
就
農
相
談
件
数
:
1
6
2
件

○
就
農
セ
ミ
ナ
ー
等
の
出
展
数
(
累
計
)
:
7
回

②
農
地
相
談
の
実
施

・
毎

月
1
回

農
地

相
談

を
実

施
し

、
就

農
希

望
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
通

じ
て

、
適

切
に

農
業

及
び

そ
の

経
営

が
で

き
る

よ
う

ア
ド

バ
イ
ス
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
地
相
談
件
数
(
新
規
就
農
)
:
7
8
件
(
7
0
人
(
法
人
2
を
含
む
)
)

〇
新

規
就

農
数

5
2
人

(
法

人
1
含

む
)
、

内
、

認
定

農
業

者
に

至
っ

た
も

の
2
人

(
法

人
1
含

む
)
、

認
定

新
規

就
農

者
に

至
っ

た
も

の
1
1
人

③
三

田
市

空
き

家
バ

ン
ク

・
空

家
の

利
活

用
を

図
る

た
め

、
空

家
情

報
を

市
H
P
等

で
提

供
す

る
と

と
も

に
、

利
用

希
望

者
に

情
報

を
提

供
し

て
マ

ッ
チ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

○
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
:
6
件
(
R
3
年
1
0
月
現
在
)

○
マ
ッ
チ
ン
グ
(
成
約
)
件
数
(
累
計
)
:
2
2
件

④
認

定
新

規
就

農
者

に
対
す
る
支
援

・
認

定
新

規
就

農
者

に
対

し
て

、
運

転
資

金
や

、
経

営
初

期
段

階
の
農
機
等
の
導
入
資
金
を
支
援
し
ま
し
た
。

・
認

定
新

規
就

農
者

の
農

業
経

営
の

安
定

・
向

上
を

図
る

た
め
、
市
・
県
・
J
A
等
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

○
認
定
新
規
就
農
者
数
(
R
3
年
3
月
末
)
:
1
7
人

○
新
規
就
農
者
応
援
助
成
制
度
の
利
用
数
(
累
計
)
:
1
6
件

2
)
研

修
受

け
入

れ
農
家
の
支
援

①
親

方
農

家
と

の
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援

・
就

農
希

望
者

が
農

業
研

修
を

受
け

ら
れ

る
親

方
農

家
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
支

援
す

る
ほ

か
、

研
修

生
を

受
け

入
れ

た
親

方
農
家
を
支
援
し
ま
し
た
。

○
親
方
農
家
の
登
録
数
:
1
5
件
(
R
3
年
9
月
末
)

○
親
方
農
家
制
度
の
H
P
の
閲
覧
数
(
累
計
)
:
4
,
0
5
3
回

○
親
方
農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
件
数
(
累
計
)
:
7
件

○
親
方
農
家
助
成
制
度
の
利
用
件
数
(
累
計
)
:
1
1
件

⑵
農

業
経

営
者

の
育
成

1
)
農

業
者

の
経

営
力
向
上

①
農

業
近

代
化

資
金

等
の
利
子
補
給

・
農

業
経

営
に

必
要

と
な

る
機

械
・

設
備

等
の

導
入

に
関

す
る

借
り

入
れ

(
農

業
近

代
化

資
金

等
)
に

対
し

て
利

子
補

給
を

行
い

ま
し
た
。

○
農
業
近
代
化
資
金
等
の
新
規
借
入
件
数
(
累
計
)
:
4
4
件

○
利
子
補
給
の
件
数
(
累
計
)
:
2
3
件

②
地

域
農

業
の

担
い

手
に
対
す
る
支
援

・
地

域
農

業
の

中
心

と
な

る
経

営
体

を
育

成
・

確
保

す
る

た
め

、
経

営
規

模
の

拡
大

、
経

営
の

多
角

化
、

売
上

高
の

拡
大

、
経

営
コ

ス
ト

の
縮

減
等

に
必

要
な

農
業

機
械

・
設

備
の

導
入

を
支
援
し
ま
し
た
。

○
強

い
農

業
・

担
い

手
づ

く
り

総
合

支
援

交
付

金
等

の
活

用
件

数
(
累
計
)
:
2
2
件

＜
主
な
内
容
:
＞

ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等

③
農

村
・

地
域

農
政

の
推
進

・
地

域
農

業
を

担
う

経
営

体
の

育
成

を
目

的
と

し
て

、
三

田
市

認
定

農
業

者
連

絡
協

議
会

の
事

務
局

を
運

営
し

、
研

修
会

や
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
農
業
者
向
け
研
修
会
等
の
出
席
者
数
(
累
計
)
:
2
3
0
人

④
農

業
振

興
団

体
に

対
す
る
支
援

・
若

手
農

業
者

の
交

流
と

生
産

者
と

消
費

者
を

つ
な

ぐ
活

動
を

行
う
三
田
耕
楽
ク
ラ
ブ
を
支
援
し
ま
し
た
。

○
三
田
耕
楽
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
:
1
5
人
(
R
3
年
3
月
末
)

2
)
農

地
の

生
産

性
向
上

①
農

地
中

間
管

理
機

構
を

通
じ

た
農

地
集

積
の

促
進

・
農

地
集

積
を

促
進

す
る

た
め

、
農

地
中

間
管

理
機

構
を

通
じ

た
農

地
の

出
し

手
と

借
り

手
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
農

地
集

積
に

協
力

す
る

地
域

や
農

地
所

有
者

等
に

協
力

金
を
交
付
し
ま
し
た
。

○
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の
集
積
(
累
計
)
:
2
5
6
.
7
1
h
a

○
機
構
集
積
協
力
金
等
の
活
用
件
数
(
累
計
)
:
2
5
件

②
三
田
市
農
地
バ
ン
ク

・
農

地
の

有
効

利
用

を
図

る
た

め
、

H
3
0
年

5
月

に
三

田
市

農
地

バ
ン

ク
制

度
を

創
設

。
市

H
P
等

で
農

地
情

報
(
賃

借
・

売
買

)
を

掲
載
し
、
利
用
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
ま
し
た
。

○
三

田
市

農
地

バ
ン

ク
の

登
録

件
数

:
2
0
1
筆

2
3
.
4
h
a
(
R
3
年

3
月

末
)

○
利
用
実
績
(
累
計
)
:
賃
借
4
4
筆
6
.
3
1
h
a
、
売
買
1
9
筆
2
.
7
3
h
a

○
三

田
市

農
地

バ
ン

ク
の

H
P
の

閲
覧

回
数

(
H
3
0
～

R
2
年

度
の

累
計
)
:
1
0
,
0
6
3
回

③
パ

イ
プ

ハ
ウ

ス
の

導
入
支
援

・
消

費
者

へ
安

定
的

に
供

給
で

き
る

生
産

・
流

通
体

制
を

整
備

す
る

た
め

、
野

菜
等

生
産

農
家

へ
の

パ
イ

プ
ハ

ウ
ス

の
導

入
を

支
援
し
ま
し
た
。

○
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
導
入
支
援
の
活
用
件
数
(
累
計
)
:
3
件

◆
成
果

・
県

農
業

改
良

普
及

セ
ン

タ
ー

や
J
A
等

と
連

携
し

、
就

農
希

望
者

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

農
地

の
あ

っ
せ

ん
等

の
様

々
な

支
援

を
行
っ
た
結
果
、
認
定
新
規
就
農
者
は
1
7
名
に
増
加
し
ま
し
た
。

・
就

農
希

望
者

へ
の

丁
寧

な
相

談
対

応
の

ほ
か

、
研

修
生

を
受

け
入

れ
る

親
方

農
家

制
度

を
設

け
て

、
市

内
で

円
滑

に
営

農
を

開
始

で
き

る
環

境
整

備
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
親

方
農

家
の

研
修

生
の

う
ち

、
9
名

(
※

左
記

④
実

績
値

の
内
数

)
が

認
定

新
規

就
農
者
と
な
り
ま
し
た
。

●
課
題

・
認

定
新

規
就

農
者

の
営

農
類

型
は

野
菜

（
露

地
・

施
設

）
が

大
半

を
占

め
て

お
り

、
土

地
利

用
型

で
あ

る
水

稲
等

を
主

と
す

る
者
や
畜
産
の
者
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

・
研

修
生

を
受

け
入

れ
て

く
れ

る
親

方
農

家
の

軒
数

が
横

ば
い

で
あ

る
ほ

か
、

就
農

希
望

者
の

希
望

（
学

び
た

い
作

物
等

）
に

沿
え
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

◆
成
果

・
集

落
営

農
組

織
や

認
定

農
業

者
の

経
営

発
展

を
促

進
す

る
た

め
の

機
械

・
設

備
等

の
導

入
に

つ
い

て
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し
た
。

・
国

県
が

主
催

す
る

農
業

経
営

に
関

す
る

研
修

会
等

を
周

知
し

た
ほ

か
、

獣
害

対
策

等
の

講
演

会
等

を
開

催
し

、
多

数
の

認
定

農
業
者
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

・
各

集
落

に
お

い
て

農
地

中
間

管
理

機
構

を
通

じ
た

農
地

の
集

積
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

の
中

心
経

営
体

等
へ

の
農

地
集
積
が
進
み
ま
し
た
。

●
課
題

・
各

農
業

経
営

体
の

役
員

や
作

業
担

当
者

な
ど

の
高

齢
化

が
進

み
つ

つ
あ

り
、

次
世

代
の

担
い

手
の

確
保

・
育

成
が

課
題

で
す
。

・
農

地
集

積
の

進
捗

は
市

内
で

一
様

で
は

な
く

、
様

々
な

事
情

に
よ

り
農

地
集

積
が

進
ん

で
い

な
い

集
落

も
あ

る
こ

と
が

課
題

で
す
。

資
料

３



戦
略

項
目

施
策
の
方
向
性

取
組
名

取
り
組
み
の
概
要

実
績
値
(
※
累
計
:
H
2
9
年
度
～
R
2
年
度
)

主
な
成
果
と
課
題

戦
略
4
⑶

農
と

福
祉

と
の

連
携
促
進

1
)
福

祉
分

野
で

の
農
業
の
活
用

①
農
福
連
携
の
推
進

・
農

福
連

携
の

機
運

を
高

め
る

た
め

、
県

主
催

の
農

福
連

携
研

修
会

の
参

加
を

農
業

者
へ

呼
び

か
け

る
ほ

か
、

R
2
年

度
か

ら
福

祉
事

業
所

と
事

業
者

の
連

携
事

業
(
黒

大
豆

枝
豆

の
収

穫
作

業
等
)
を
試
行
実
施
し
ま
し
た
。

○
農
福
連
携
の
試
行
事
業
の
件
数
:
2
件

◆
成
果

・
制

度
周

知
に

と
ど

ま
ら

ず
、

三
田

版
の

取
り

組
み

の
試

行
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

●
課
題

・
農

福
連

携
に

関
す

る
理

解
が

ま
だ

ま
だ

浸
透

し
て

い
な

い
こ

と
が
課
題
で
す
。

戦
略
5
⑴

集
落

連
携

型
営

農
体
制
の
構
築

1
)
集

落
営

農
の

立
ち
上
げ
・
活
性
化

①
農

業
経

営
の

法
人

化
等
の
支
援

・
法

人
化

等
に

取
り

組
む

集
落

営
農

組
織

等
に

対
し

て
、

関
係

機
関
や
専
門
家
と
連
携
し
て
助
言
等
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

○
法
人
化
し
た
集
落
営
農
組
織
数
(
累
計
)
:
4
件

②
集

落
営

農
組

織
等

に
対
す
る
支
援

・
集

落
営

農
組

織
等

が
、

農
業

経
営

の
組

織
の

法
人

化
や

、
多

角
化

・
高

度
化

に
必

要
と

な
る

機
械

・
施

設
の

導
入

経
費

ま
た

は
活
動
経
費
、
人
材
雇
用
に
つ
い
て
支
援
し
ま
し
た
。

○
法
人
化
促
進
総
合
対
策
事
業
の
活
用
件
数
(
累
計
)
:
7
件

＜
主
な
内
容
＞

ト
ラ

ク
タ

ー
、

コ
ン

バ
イ

ン
、

播
種

機
、

脱
粒

機
、

新
品

種
導

入
経
費
支
援
等

2
)
地

域
農

業
の

将
来
像
づ
く
り

①
実

質
化

さ
れ

た
人

・
農

地
プ

ラ
ン

の
策

定
の

推
進

・
各

集
落

に
お

け
る

農
業

の
将

来
像

を
描

く
た

め
の

人
・

農
地

プ
ラ

ン
を

策
定

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

各
集

落
に

働
き
か
け
ま
し
た
。

・
認

定
新

規
就

農
者

や
認

定
農

業
者

、
集

落
営

農
組

織
を

中
心

経
営

体
に

位
置

付
け

た
人

・
農

地
プ

ラ
ン

を
作

成
し

た
集

落
に

対
し
て
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

・
農

業
委

員
会

に
お

い
て

、
定

例
総

会
と

同
時

に
「

農
地

利
用

最
適

化
推

進
会

議
」

を
開

催
し

、
人

・
農

地
プ

ラ
ン

の
推

進
に

向
け

た
関

係
機

関
等

と
一

体
と

な
っ

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
検

討
し
ま
し
た
。

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
集
落
数
(
累
計
)
:
6
件

【
策
定
集
落
】

大
谷
、
下
内
神
、
平
野
、
加
茂
、
波
豆
川
、
下
槻
瀬

⑶
農

業
生

産
基

盤
の
維
持

1
)
農

地
維

持
、

農
業

用
施

設
等

の
整

備

①
多

面
的

機
能

支
払

交
付
金

・
農

業
・

農
村

が
有

す
る

多
面

的
機

能
で

あ
る

国
土

の
保

全
、

自
然

環
境

の
保

全
や

良
好

な
環

境
の

形
成

な
ど

の
機

能
を

継
続

す
る
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

〇
活
動
団
体
:
6
4
団
体
(
R
3
年
3
月
末
)

②
中

山
間

地
域

等
直

接
支
払
交
付
金

・
農

業
生

産
活

動
が

不
利

で
あ

る
中

山
間

地
域

に
お

い
て

耕
作

放
棄

地
の

発
生

防
止

す
る

た
め

、
継

続
し

て
農

業
を

継
続

す
る

活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

〇
活
動
団
体
:
1
9
団
体
(
R
3
年
3
月
末
)

③
農

業
振

興
地

域
整

備
の
促
進

・
農

業
振

興
地

域
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

農
業

の
総

合
的

な
振

興
を

図
る

べ
き

地
域

を
保

全
し

、
土

地
利

用
の

高
度

化
と

農
業

の
近
代
化
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

〇
土

地
利

用
の

効
率

化
を

図
る

た
め

R
1
年

度
に

集
落

に
介

在
す

る
農
地
を
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
:
4
.
5
h
a

④
市
単
独
土
地
改
良

・
農

業
用

施
設

の
改

修
(
た

め
池

、
揚

水
機

施
設

等
)
の

改
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

〇
た
め
池
・
水
路
・
揚
水
施
設
等
:
1
8
か
所
(
R
3
年
3
月
末
)

⑤
農
村
総
合
整
備

・
相

野
地

区
に

お
け

る
ほ

場
整

備
事

業
や

用
水

施
設

整
備

事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

〇
ほ
場
整
備
　
A
=
1
1
.
3
h
a
、
用
水
施
設
整
備
　
L
=
5
.
7
k
m

　
た
め
池
改
修
　
1
か
所

　
※
R
3
年
度
事
業
完
了
予
定

⑥
遊
休
農
地
の
解
消

・
全
て
の
農
家
に
農
地
保
全
啓
発
資
料
を
回
覧
し
ま
し
た
。

・
農

地
パ

ト
ロ

ー
ル

や
日

常
観

察
に

よ
り

、
遊

休
農

地
や

遊
休

農
地
に
な
る
可
能
性
が
高
い
農
地
を
把
握
し
ま
し
た
。

・
遊

休
農

地
に

将
来

な
る

と
見

込
ま

れ
る

農
地

に
は

適
正

管
理

を
依

頼
し

、
遊

休
農

地
に

は
利

用
意

向
を

確
認

し
ま

し
た

。
貸

付
・

売
却

意
向

の
場

合
は

、
中

間
管

理
機

構
等

の
貸

借
や

市
農

地
バ

ン
ク

の
利

用
に

繋
げ

、
担

い
手

等
の

農
地

利
用

に
よ

り
遊

休
農
地
の
解
消
を
図
り
ま
し
た
。

〇
啓
発
資
料
回
覧
:
年
1
回
(
6
月
)
実
施

〇
農

地
パ

ト
ロ

ー
ル

:
夏

季
4
日

間
・

冬
季

1
日

間
(
市
内

全
域

)
、

農
業

委
員

・
農

地
利

用
最

適
化

推
進

委
員

(
2
4
人

)
の

日
常

観
察

(
市
内
全
域
)

〇
新

規
発

生
・

再
発

遊
休

農
地

面
積

(
H
2
9
～

R
2
年

)
:
5
6
2
筆

、
約

4
5
.
1
8
h
a

〇
解
消
遊
休
農
地
面
積
(
H
2
9
～
R
2
年
度
)
:
2
3
1
筆
、
約
1
9
.
6
0
h
a

◆
成
果

・
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
活

動
組

織
は

6
4
団

体
に

の
ぼ

り
、

三
田

の
農

村
地

域
の

多
面

的
機

能
維

持
に

努
め

て
い

ま
す

。
R
3

年
度

に
は

相
野

駅
周

辺
土

地
改

良
事

業
と

し
て

、
ほ

場
整

備
事

業
完
了
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
課
題

・
近

年
、

頻
発

す
る

豪
雨

に
備

え
る

た
め

防
災

上
重

要
と

な
る

直
下

流
に

民
家

や
公

共
施

設
が

存
在

す
る

た
め

池
の

改
修

・
廃

止
を

確
実

に
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
が

、
財

政
上

の
負

担
が

伴
う

こ
と

か
ら

、
事

業
の

平
準

化
等

、
計

画
的

な
事

業
推

進
が

課
題
で
す
。

◆
成
果

・
県

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
集

落
営

農
の

組
織

化
に

関
す

る
助

言
や

、
経

営
の

多
角

化
等

に
必

要
と

な
る

機
械

や
設

備
等

の
導

入
経

費
を

助
成

す
る

こ
と

で
、

各
組

織
の

経
営

支
援

を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
県

・
農

業
委

員
会

・
J
A
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
、

人
・

農
地

プ
ラ

ン
の

策
定

を
各

集
落

に
働

き
か

け
、

プ
ラ

ン
策

定
集

落
数
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
課
題

・
各

集
落

営
農

組
織

内
の

役
員

や
作

業
担

当
者

な
ど

の
高

齢
化

が
進

ん
で

お
り

、
組

織
内

の
後

継
者

の
確

保
・

育
成

が
課

題
で

す
。

・
集

落
内

及
び

近
隣

に
中

心
経

営
体

と
な

る
認

定
農

業
者

や
集

落
営

農
組

織
が

存
在

し
な

い
集

落
に

お
い

て
は

、
人

・
農

地
プ

ラ
ン
の
策
定
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
す
。


